
(57)【要約】

【課題】本発明は、吸い上げることができない燃料を少

なくするとともに、耐用年数を長くすることができる金

属製の燃料タンクを提供する。

【解決手段】燃料タンク１０は、金属製のタンク本体２

０と、ポンプユニット３０と、ビード６１とを備える。

タンク本体２０は、タンクアッパ２１とタンクロア２２

とを備える。タンク本体２０のタンク側取付部２９は、

車体フレーム１１に締結される。ポンプユニット３０は

、スライド伸縮可能にポンプアッパ３１とポンプロア４

０とに分割される。ポンプアッパ３１は、アッパ上壁２

３ａを貫通して取り付けられる。ポンプロア４０は、コ

イルばね５４によって下方に付勢され、ロア下壁２７に

ポンプ底部４０ａが当接する。ビード６１は、タンクロ

ア２２の板厚方向に凸状に成型され、当接部分２７ａの

近傍を通って両端がタンクロア２２のロア下壁２７の縁

まで設けられる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ン ク ア ッ パ と タ ン ク ロ ア と が 外 周 部 で 上 下 方 向 に フ ラ ン ジ 部 で 接 合 さ れ て 形 成 さ れ て
車 体 フ レ ー ム に 前 記 フ ラ ン ジ 部 で 締 結 さ れ る 金 属 製 の タ ン ク 本 体 と 、
　 ス ラ イ ド 伸 縮 可 能 に 上 部 と 下 部 と に 分 割 さ れ て 、 前 記 上 部 が 前 記 タ ン ク ア ッ パ の 上 壁 を
貫 通 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 下 部 が 付 勢 手 段 に よ っ て 下 方 に 付 勢 さ れ 、 前 記 タ ン ク ロ ア の
下 壁 に 底 部 が 当 接 す る ポ ン プ ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 タ ン ク ロ ア の 板 厚 方 向 に 凸 状 に 成 型 さ れ 、 前 記 底 部 が 当 た る 当 接 部 分 の 近 傍 を 通 っ
て 両 端 が 前 記 下 壁 の 縁 ま で 設 け ら れ る 少 な く と も １ つ の ビ ー ド と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ビ ー ド は 、 前 記 下 壁 の 寸 法 の 短 い 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ビ ー ド は 、 前 記 当 接 部 分 を 挟 む 位 置 に 少 な く と も １ つ ず つ 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 当 接 部 分 に 補 強 部 材 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ビ ー ド は 、 前 記 タ ン ク 本 体 の 内 側 に 突 出 す る 凸 状 に 成 型 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ビ ー ド の 前 記 両 端 は 、 前 記 下 壁 を 挟 ん で 設 け ら れ る 前 記 タ ン ク ロ ア の 縦 壁 の 上 端 ま
で 延 び て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 な ど の 車 体 フ レ ー ム に フ ラ ン ジ 部 で 締 結 さ れ る 金 属 製 の 燃 料 タ
ン ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 金 属 製 の タ ン ク 本 体 を 備 え る 燃 料 タ ン ク が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の タ
ン ク 本 体 は 、 上 部 を 構 成 す る タ ン ク ア ッ パ と 、 下 部 を 構 成 す る タ ン ク ロ ア と を フ ラ ン ジ 接
合 し た 構 造 を 有 し て い る 。 燃 料 タ ン ク は 、 タ ン ク 支 持 バ ン ド に よ っ て リ ヤ シ ー ト パ ン の 下
面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 一 般 に 、 金 属 製 の タ ン ク 本 体 内 の 燃 料 を 吸 い 上 げ る ポ ン プ ユ ニ
ッ ト は 、 底 部 が タ ン ク ロ ア の 下 壁 か ら 離 さ れ た 状 態 で タ ン ク ア ッ パ に 取 り 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 タ ン ク 本 体 の 下 壁 に 底 部 を 当 接 さ せ る ポ ン プ モ ジ ュ ー ル （ ポ ン プ ユ ニ ッ ト ） が あ
る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。 特 許 文 献 ２ に お い て 、 ポ ン プ モ ジ ュ ー ル は 、 樹 脂 製 の 燃 料 タ ン
ク に 適 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ４ － ８ ０ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ０ １ １ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 自 動 車 の 金 属 製 の タ ン ク 本 体 は 、 軽 量 化 す る た め 板 厚 が 薄 い 方 が 好 ま し い 。 し か し 、 板
厚 が 薄 い と 変 形 し や す い の で 、 走 行 中 な ど の 振 動 が 加 わ る と 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト を タ ン ク ア
ッ パ に 固 定 す る 場 合 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 と タ ン ク ロ ア の 下 壁 と が 衝 突 し て 互 い に 破 損
す る お そ れ が あ る 。 そ の た め 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 と タ ン ク ロ ア の 下 壁 と を 離 間 さ せ る
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必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 を 浮 か せ る と 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト で 吸 い
上 げ る こ と が で き な い 燃 料 が タ ン ク 本 体 内 に 残 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 に ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 を 当 接 す る 場 合 、 走 行 中 な ど の 振 動
が 繰 返 し 入 力 さ れ る こ と に よ っ て タ ン ク ロ ア の 下 壁 が た わ む の で 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 は 、
ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 と の 当 接 部 分 か ら 摩 耗 し や す い 。 つ ま り 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 の 板 厚
が 薄 い タ ン ク 本 体 に 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 適 用 す る と 、 燃 料 タ
ン ク の 耐 用 年 数 が 短 く な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 吸 い 上 げ る こ と が で き な い 燃 料 を 少 な く す る と と も に 、
耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 金 属 製 の 燃 料 タ ン ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 燃 料 タ ン ク は 、 金 属 製 の タ ン ク 本 体 と 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト と 、 ビ ー ド と を 備 え る
。 タ ン ク 本 体 は 、 タ ン ク ア ッ パ と タ ン ク ロ ア と が 外 周 部 で 上 下 方 向 に フ ラ ン ジ 部 で 接 合 さ
れ て 形 成 さ れ て 車 体 フ レ ー ム に フ ラ ン ジ 部 で 締 結 さ れ る 。 ポ ン プ ユ ニ ッ ト は 、 ス ラ イ ド 伸
縮 可 能 に 上 部 と 下 部 と に 分 割 さ れ る 。 上 部 は 、 タ ン ク ア ッ パ の 上 壁 を 貫 通 し て 取 り 付 け ら
れ る 。 下 部 は 、 付 勢 手 段 に よ っ て 下 方 に 付 勢 さ れ 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 に 底 部 が 当 接 す る 。
ビ ー ド は 、 タ ン ク ロ ア の 板 厚 方 向 に 凸 状 に 成 型 さ れ 、 底 部 が 当 た る 当 接 部 分 の 近 傍 を 通 っ
て 両 端 が タ ン ク ロ ア の 下 壁 の 縁 ま で 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 当 接 部 分 の 近 傍 の 剛 性 を 高 め る た め に 、 ビ ー ド を タ ン ク ロ ア の 下 壁 の 寸 法 の 短 い 方 向 に
沿 っ て 直 線 状 に 設 け る 。 ま た は 、 当 接 部 分 を 挟 む 位 置 に 少 な く と も １ つ ず つ ビ ー ド を 設 け
る 。 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が タ ン ク ロ ア の 下 壁 に 直 接 当 接 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 当 接 部 分
に 補 強 部 材 を 設 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 タ ン ク 本 体 外 の 障 害 物 が ビ ー ド に 引 っ 掛 る こ と を 防 止 す る た め に 、 ビ ー ド を タ ン ク 本 体
の 内 側 に 突 出 す る 凸 状 に 成 型 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 当 接 部 分 の 近 傍 の 剛 性 を 高 め る た め に 、 ビ ー ド の 両 端 を 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 を 挟 ん で 設
け ら れ る タ ン ク ロ ア の 縦 壁 の 上 端 ま で 延 ば し て 設 け る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 燃 料 タ ン ク に よ れ ば 、 タ ン ク ロ ア の 下 壁 に お い て 、 ビ ー ド に よ っ て ポ ン プ
ユ ニ ッ ト の 底 部 と の 当 接 部 分 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る 。 当 接 部 分 の 近 傍 は 、 振 動 す る こ と が 抑
制 さ れ る 。 当 接 部 分 の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る の で 、 燃 料 タ ン ク は 、 耐 用 年 数 が 長 く
な る 。 ま た 、 燃 料 タ ン ク は 、 タ ン ク 本 体 が 薄 い 金 属 製 の 場 合 に も タ ン ク ロ ア の 下 壁 に 当 接
す る ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 燃 料 タ ン ク は 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト
が 吸 い 上 げ る こ と が で き な い 燃 料 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ビ ー ド が タ ン ク ロ ア の 下 壁 の 寸 法 の 短 い 方 向 に 直 線 状 に 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 タ ン
ク ロ ア の 下 壁 の 寸 法 の 短 い 方 向 の 長 さ に 対 す る タ ン ク ロ ア の 下 壁 の 厚 み の 割 合 が ビ ー ド の
高 さ 分 だ け 大 き く な る の で 、 当 接 部 分 の 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る 。 つ ま り 、 当 接 部 分 の 近 傍 の
振 動 が 抑 制 さ れ る の で 、 当 接 部 分 の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 燃 料 タ ン ク
は 耐 用 年 数 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 当 接 部 分 の 近 傍 の 剛 性 は 、 当 接 部 分 を 挟 む 位 置 に 少 な く と も １ つ ず つ ビ ー ド を 設 け る こ
と に よ っ て 、 高 ま る 。 つ ま り 、 当 接 部 分 近 傍 の 振 動 が 抑 制 さ れ る の で 、 当 接 部 分 の 摩 耗 を
軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 燃 料 タ ン ク は 、 耐 用 年 数 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 タ ン ク ロ ア の 下 壁 と ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 底 部 と の 間 は 、 当 接 部 分 に 補 強 部 材 が 設 け ら れ る
の で 、 燃 料 タ ン ク は 、 耐 用 年 数 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ビ ー ド が タ ン ク 本 体 の 内 側 に 突 出 す る 凸 状 に 成 型 さ れ る こ と に よ っ て 、 車 両 の 走 行 中 な
ど に タ ン ク 本 体 外 の 障 害 物 が ビ ー ド に 引 っ 掛 る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ビ ー ド の 両 端 が タ ン ク ロ ア の 下 壁 を 挟 ん で 設 け ら れ る タ ン ク ロ ア の 縦 壁 の 上 端 ま で 延 び
て 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 タ ン ク ロ ア 全 体 の 剛 性 が 高 ま る 。 つ ま り 、 当 接 部 分 の 近 傍 の
振 動 が 抑 制 さ れ る の で 、 当 接 部 分 の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 燃 料 タ ン ク
は 、 耐 用 年 数 が 長 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 燃 料 タ ン ク に つ い て 、 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る
。 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ と 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ と 、 ビ
ー ド ６ １ と を 備 え て い る 。 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 自 動 車 の 車 体 フ レ ー ム １ １ に 取 り 付 け ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 車 体 フ レ ー ム １ １ は 、 車 体 前 後 方 向 に 延 び る サ イ ド メ ン バ １ ４ と 、 一 対 の タ ン ク 支 持 部
材 １ ５ と を 備 え て い る 。 そ れ ぞ れ タ ン ク 支 持 部 材 １ ５ は 、 サ イ ド メ ン バ １ ４ か ら 外 側 へ 向
か っ て 延 び て い る 。 そ れ ぞ れ タ ン ク 支 持 部 材 １ ５ に は 、 上 下 方 向 に ボ ル ト １ ２ が 挿 通 さ れ
る 第 １ 貫 通 孔 １ ５ ａ が 一 対 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ タ ン ク 支 持 部 材 １ ５ に は 、 燃 料 タ ン
ク １ ０ が ボ ル ト １ ２ と ナ ッ ト １ ３ と で 締 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 タ ン ク 本 体 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 タ ン ク ア ッ パ ２ １ と 、 タ ン ク ロ ア ２ ２ と を 備 え
て い る 。 タ ン ク ア ッ パ ２ １ は 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ の 上 部 を 構 成 す る 部 材 で あ っ て 、 金 属 製 で
あ る 。 タ ン ク ア ッ パ ２ １ は 、 ア ッ パ 本 体 部 ２ ３ と 、 ア ッ パ フ ラ ン ジ 部 ２ ４ と を 備 え て い る
。 ア ッ パ 本 体 部 ２ ３ は 、 上 方 に 向 か っ て 突 出 し 、 下 方 に 向 か っ て 開 口 す る 形 状 に 形 成 さ れ
て い る 。 ア ッ パ 本 体 部 ２ ３ の ア ッ パ 上 壁 ２ ３ ａ に は 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ が 挿 入 さ れ る 第
２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ア ッ パ フ ラ ン ジ 部 ２ ４ は 、 ア ッ パ 本 体 部 ２ ３ の 開 口 縁
か ら 外 側 へ 向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 タ ン ク ロ ア ２ ２ は 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ の 下 部 を 構 成 す る 部 材 で あ っ て 、 金 属 製 で あ る 。 タ
ン ク ロ ア ２ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ア 本 体 部 ２ ５ と 、 ロ ア フ ラ ン ジ 部 ２ ６ と を 備 え て
い る 。 ロ ア 本 体 部 ２ ５ は 、 下 方 に 向 か っ て 突 出 し 、 上 方 に 向 か っ て 開 口 す る 形 状 で あ っ て
、 ロ ア 下 壁 ２ ７ と ロ ア 縦 壁 ２ ８ と を 備 え て い る 。 ロ ア 縦 壁 ２ ８ は 、 ロ ア 下 壁 ２ ７ の 周 縁 か
ら 上 方 へ 向 か っ て 延 び て い る 。 ロ ア フ ラ ン ジ 部 ２ ６ は 、 ロ ア 本 体 部 ２ ５ の 開 口 縁 か ら 外 側
へ 向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ッ パ フ ラ ン ジ 部 ２ ４ と ロ ア フ ラ ン ジ 部 ２ ６ と は 、 重 ね 合 わ さ れ て 全 周 を 溶 接 さ れ て 接
合 さ れ る 。 ア ッ パ フ ラ ン ジ 部 ２ ４ と ロ ア フ ラ ン ジ 部 ２ ６ と は 、 ロ ア 下 壁 ２ ７ の 寸 法 が 短 い
方 向 に 沿 う 部 位 に 、 そ れ ぞ れ タ ン ク 側 取 付 部 ２ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ タ ン ク 側 取
付 部 ２ ９ は 、 タ ン ク 支 持 部 材 １ ５ に 重 な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ れ ぞ れ タ ン ク 側 取 付 部 ２ ９ に は 、 第 １ 貫 通 孔 １ ５ ａ と 重 な る 位 置 に ボ ル ト １ ２ が 挿 通
さ れ る 第 ３ 貫 通 孔 ２ ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ タ ン ク 側 取 付 部 ２ ９ は 、 そ れ ぞ れ タ
ン ク 支 持 部 材 １ ５ に ボ ル ト １ ２ と ナ ッ ト １ ３ に よ っ て 締 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ の 内 側 に 向 か っ て 取 り 付 け
ら れ る 。 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 上 部 と 下 部 と が 分 割 さ れ る 構 造 で あ っ て 、 ポ ン プ ア ッ パ
３ １ と 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ と 、 移 動 案 内 機 構 ５ １ と 、 コ イ ル ば ね ５ ４ と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ は 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ の 上 部 を 構 成 す る 。 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ は 、 タ
ン ク ア ッ パ ２ １ の ア ッ パ 上 壁 ２ ３ ａ に 形 成 さ れ る 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ を 通 る 形 状 に 形 成 さ れ
て い る 。 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の 外 縁 に は 、 外 側 へ 向 か っ て 延 び る ポ ン プ フ ラ ン ジ 部 ３ ３ が 形
成 さ れ て い る 。 ポ ン プ フ ラ ン ジ 部 ３ ３ は 、 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ の 縁 に 引 っ 掛 る 長 さ を 有 し て
い る 。 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の 上 面 に は 、 吐 出 口 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 吐 出 口 ３ ２ は 、 タ ン
ク 本 体 ２ ０ 内 の 燃 料 を 外 部 へ 吐 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ は 、 タ ン ク ア ッ パ ２ １ に 取 り 付 け ら れ る 。 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の 取 付 部
構 造 は 、 ね じ 座 金 ３ ４ と 、 パ ッ キ ン ３ ５ と 、 プ レ ー ト ３ ６ と 、 ポ ン プ フ ラ ン ジ 部 ３ ３ と を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ね じ 座 金 ３ ４ は 、 内 側 に 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ と 同 形 状 の 第 ４ 貫 通 孔 ３ ４ ａ が 形 成 さ れ て い
る 。 ね じ 座 金 ３ ４ は 、 周 囲 に 上 方 へ 向 か っ て 延 び る 複 数 の ボ ル ト ３ ４ ｂ が 組 み 付 け ら れ て
い る 。 ね じ 座 金 ３ ４ は 、 第 ４ 貫 通 孔 ３ ４ ａ が 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ と 重 な る よ う に 、 ア ッ パ 本
体 部 ２ ３ の ア ッ パ 上 壁 ２ ３ ａ の 上 面 に 溶 接 さ れ て い る 。 プ レ ー ト ３ ６ は 、 周 囲 に ね じ 座 金
３ ４ の ボ ル ト ３ ４ ｂ が 挿 通 す る 複 数 の 第 ５ 貫 通 孔 ３ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の タ ン ク ア ッ パ ２ １ へ の 取 り 付 け は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ね じ 座 金 ３
４ に パ ッ キ ン ３ ５ が 当 て ら れ る 。 つ い で 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ が 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ に 挿 入
さ れ る 。 こ の と き 、 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の ポ ン プ フ ラ ン ジ 部 ３ ３ は 、 パ ッ キ ン ３ ５ を 介 し て
第 ４ 貫 通 孔 ３ ４ ａ の 縁 に 引 っ 掛 る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 つ い で 、 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の 上 面 側 か ら プ レ ー ト ３ ６ が 重 ね ら れ 、 ね じ 座 金 ３ ４ と プ レ
ー ト ３ ６ と が ボ ル ト ３ ４ ｂ と ナ ッ ト ３ ７ と に よ っ て 締 結 さ れ る 。 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ は 、 ね
じ 座 金 ３ ４ と プ レ ー ト ３ ６ と の 間 に 挟 ま れ る こ と に よ っ て タ ン ク ア ッ パ ２ １ に 取 り 付 け ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ポ ン プ ロ ア ４ ０ は 、 タ ン ク ア ッ パ ２ １ の 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ ｂ を 通 る 形 状 に 形 成 さ れ て い る
。 ポ ン プ ロ ア ４ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ポ ン プ 本 体 ４ １ を 備 え て い る 。 ポ ン プ 本 体 ４ １
は 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ 内 の 燃 料 を 吸 い 込 む 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ポ ン プ 本 体 ４ １ は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 ポ ン プ 本 体 ４ １ の 吸 い 込 み 口
は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ 近 傍 に 開 口 し て い る 。 ポ ン プ 本 体 ４ １ と 吐 出 口 ３
２ と は 、 接 続 管 ４ ２ に よ っ て 連 通 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ポ ン プ 本 体 ４ １ が 吸 い 込 ん だ 燃
料 は 、 吐 出 口 ３ ２ か ら 吐 出 さ れ る 。 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の 側 面 に は 、 燃 料 の 液 面 高 さ を 計 測 す
る セ ン サ の ア ー ム 部 ４ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ３ の 示 さ れ る 燃 料 タ ン ク １ ０ は
、 内 側 に 燃 料 が 収 容 さ れ て い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ と ポ ン プ ロ ア ４ ０ と は 、 移 動 案 内 機 構 ５ １ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
移 動 案 内 機 構 ５ １ は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の 移 動 方 向 を 、 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ か ら 離 れ る 方 向 お
よ び ポ ン プ ア ッ パ ３ １ に 近 づ く 方 向 に 案 内 す る 機 能 を 有 し て い る 。 移 動 案 内 機 構 ５ １ は 、
支 柱 ５ ２ と 、 筒 ５ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 支 柱 ５ ２ は 、 一 対 用 い ら れ 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が ポ ン プ ア ッ パ ３ １ に お い て 、 ポ ン プ ロ ア
４ ０ と 対 向 す る 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。 筒 ５ ３ は 、 支 柱 ５ ２ が 移 動 可 能 に 挿 入 さ れ る 。 筒
５ ３ は 、 一 対 用 い ら れ 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ 内 に お い て 、 支 柱 ５ ２ と 対 向 す る 位 置 に 組 み 込 ま
れ て い る 。 支 柱 ５ ２ は 、 筒 ５ ３ の 内 側 に 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 挿 入 さ れ る 。 こ の た め 、 ポ ン
プ ロ ア ４ ０ は 、 移 動 案 内 機 構 ５ １ に よ っ て 、 ス ラ イ ド 伸 縮 可 能 に ポ ン プ ア ッ パ ３ １ か ら 離
れ る 方 向 お よ び ポ ン プ ア ッ パ ３ １ に 近 づ く 方 向 に 移 動 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 コ イ ル ば ね ５ ４ は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ を ポ ン プ ア ッ パ ３ １ か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 す る 付 勢
手 段 の 一 例 で あ る 。 コ イ ル ば ね ５ ４ は 、 一 対 用 い ら れ 、 内 側 に 支 柱 ５ ２ を 軸 方 向 に 移 動 可
能 に 収 容 し て い る 。 コ イ ル ば ね ５ ４ の 一 端 は 、 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ に 当 接 し て い る 。 コ イ ル
ば ね ５ ４ の 他 端 は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ に 当 接 し て い る 。 こ の た め 、 コ イ ル ば ね ５ ４ は 、 ポ ン
プ ロ ア ４ ０ を ポ ン プ ア ッ パ ３ １ か ら 離 れ る 方 向 、 つ ま り タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下 壁 ２ ７ に
向 か っ て 付 勢 し て い る 。 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ は 、 タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下
壁 ２ ７ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ビ ー ド ６ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下 壁 ２ ７ に お い て 、 ポ ン プ ロ
ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ と 当 接 す る 当 接 部 分 ２ ７ ａ を ロ ア 下 壁 ２ ７ の 長 手 方 向 に 挟 む 位
置 で か つ 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 に １ つ ず つ 成 型 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ ビ ー ド ６ １ は 、 タ ン
ク 本 体 ２ ０ の 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ ビ ー ド ６ １ は 、 ロ
ア 下 壁 ２ ７ の 寸 法 の 短 い 方 向 に 沿 っ て 、 ロ ア 下 壁 ２ ７ を 挟 ん で 両 側 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る
ロ ア 縦 壁 ２ ８ の 上 端 ２ ８ ａ ま で ロ ア 下 壁 ２ ７ と ロ ア 縦 壁 ２ ８ と を 通 っ て 直 線 状 に 延 び て 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 ロ ア 下 壁 ２ ７ は 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 か ら 周 縁 に か け て 反 り 上 が っ て い る 。 こ
の た め 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 の 燃 料 は 、 残 量 が 少 な く な っ て も ビ ー ド ６ １ を 越 え て 当 接 部 分
２ ７ ａ の 近 傍 に 集 ま る よ う に な っ て お り 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ に 吸 い 上 げ ら れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下 壁 ２ ７ に お い て 、 ポ
ン プ ロ ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ と の 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 を 通 っ て 板 厚 方 向 に 凸 状 に 形
成 さ れ た ビ ー ド ６ １ の 両 端 が ロ ア 下 壁 ２ ７ の 縁 ま で 延 び て い る 。 こ の た め 、 ビ ー ド ６ １ に
よ っ て 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の た め 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ の 板 厚 を 薄 く し て 軽 量 化 を 施 し た 場 合 で あ っ て も 、 自 動 車 の
走 行 中 な ど の 振 動 に よ っ て 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 が 振 動 す る こ と が 抑 制 さ れ る の で 、 当 接
部 分 ２ ７ ａ の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 上 下 分 割 式 の
ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ を 金 属 製 の タ ン ク 本 体 ２ ０ に 採 用 す る こ と が で き る と と も に 、 タ ン ク
本 体 ２ ０ を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ の
摩 耗 も 抑 制 さ れ る 。 つ ま り 、 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ３ ０ で 吸 い 上 げ る こ と が
で き な い 燃 料 を 少 な く す る こ と が で き る と と も に 、 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ビ ー ド ６ １ が ロ ア 下 壁 ２ ７ の 寸 法 が 短 い 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ っ て
、 ロ ア 下 壁 ２ ７ の 寸 法 が 短 い 方 向 の 長 さ に 対 す る ロ ア 下 壁 ２ ７ の 厚 み の 割 合 が ビ ー ド ６ １
の 高 さ 分 大 き く な る の で 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る 。 つ ま り 、 当 接 部 分 ２ ７
ａ の 近 傍 の 振 動 が 抑 制 さ れ る の で 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 燃 料 タ ン ク １ ０ の 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ビ ー ド ６ １ は 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ を ロ ア 下 壁 ２ ７ の 長 手 方 向 に 挟 む 位 置 に １ つ ず つ 形 成 さ
れ て い る の で 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る 。 つ ま り 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 近 傍 の
振 動 が 抑 制 さ れ る の で 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 燃 料 タ
ン ク １ ０ の 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ビ ー ド ６ １ は 、 タ ン ク 本 体 ２ ０ の 内 側 へ 向 か っ て 突 出 す る 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
た め 、 自 動 車 の 走 行 中 な ど に タ ン ク 本 体 ２ ０ 外 に あ る 障 害 物 が ビ ー ド ６ １ に 引 っ 掛 る こ と
な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 ビ ー ド ６ １ の 両 端 が 、 ロ ア 縦 壁 ２ ８ の 上 端 ２ ８ ａ ま で 延 び る こ と に よ っ て 、 タ ン ク ロ ア
２ ２ 全 体 の 剛 性 が 高 ま る 。 つ ま り 、 ロ ア 下 壁 ２ ７ の 縁 近 傍 の 剛 性 が 高 ま る の で 、 当 接 部 分
２ ７ ａ の 近 傍 の 振 動 が 抑 制 さ れ 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 燃 料 タ ン ク １ ０ の 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 燃 料 タ ン ク １ ０ に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る
。 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 当 接 部 分 ２ ７ ａ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 補 強 部 材 ６ ２ が 設 け ら れ て い る 。 補 強 部 材 ６
２ は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ と 当 接 し 、 ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ が ロ ア 下 壁 ２ ７ に
直 接 当 接 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ に 補 強 部 材 ６ ２ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 タ ン ク ロ
ア ２ ２ の 摩 耗 が 防 止 さ れ る の で 、 燃 料 タ ン ク １ ０ の 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 移 動 案 内 機 構 ５ １ は 、 前 記 し た
構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 よ う は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の 移 動 を ポ ン プ ア ッ パ ３ １ か ら
離 れ る 方 向 に 案 内 す る 機 能 を 有 し て い れ ば よ い 。 付 勢 手 段 は 、 コ イ ル ば ね ５ ４ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 よ う は 、 ポ ン プ ロ ア ４ ０ の ポ ン プ 底 部 ４ ０ ａ を タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下
壁 ２ ７ に 当 接 さ せ る よ う に 付 勢 す る 機 能 を 有 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ポ ン プ ア ッ パ ３ １ の 取 付 部 構 造 は 、 前 記 し た 構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、
ポ ン プ ア ッ パ ３ １ と タ ン ク ア ッ パ ２ １ と が お 互 い に 螺 合 す る 螺 合 構 造 を 有 し て お り 、 該 螺
合 構 造 に よ っ て ポ ン プ ア ッ パ ３ １ が タ ン ク ア ッ パ ２ １ に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ビ ー ド ６ １ は 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ を 挟 む 位 置 に １ つ ず つ 成 型 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 ビ ー ド ６ １ は 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ を 挟 む 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 複 数 成 型 さ れ
て も よ い 。 こ の 場 合 も タ ン ク ロ ア ２ ２ の ロ ア 下 壁 ２ ７ の 剛 性 が 高 ま り 、 当 接 部 分 ２ ７ ａ の
近 傍 の 振 動 が 抑 制 さ れ る の で 当 接 部 分 ２ ７ ａ の 摩 耗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、
燃 料 タ ン ク １ ０ の 耐 用 年 数 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 燃 料 タ ン ク を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す タ ン ク ロ ア を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 燃 料 タ ン ク の 一 部 を 切 り 欠 い て 示 す 側 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る タ ン ク ロ ア を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ ０ … 燃 料 タ ン ク 、 １ １ … 車 体 フ レ ー ム 、 ２ ０ … タ ン ク 本 体 、 ２ １ … タ ン ク ア ッ パ 、 ２
２ … タ ン ク ロ ア 、 ２ ３ ａ … ア ッ パ 上 壁 （ 上 壁 ） 、 ２ ４ … ア ッ パ フ ラ ン ジ 部 （ フ ラ ン ジ 部 ）
、 ２ ６ … ロ ア フ ラ ン ジ 部 （ フ ラ ン ジ 部 ） 、 ２ ７ … ロ ア 下 壁 （ 下 壁 ） 、 ２ ７ ａ … 当 接 部 分 、
２ ８ … ロ ア 縦 壁 （ 縦 壁 ） 、 ３ ０ … ポ ン プ ユ ニ ッ ト 、 ３ １ … ポ ン プ ア ッ パ （ 上 部 ） 、 ４ ０ …
ポ ン プ ロ ア （ 下 部 ） 、 ４ ０ ａ … ポ ン プ 底 部 （ 底 部 ） 、 ５ ４ … コ イ ル ば ね （ 付 勢 手 段 ） 、 ６
１ … ビ ー ド 、 ６ ２ … 補 強 部 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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